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社会構造の変化への対応
グリーンとデジタルがキーワード

国内は全体として2022年は本格的な景気回復に向かうとの見方が強く、
コロナ過以前の水準に達するとみられる。
今後景気の波を捉えるために「ものづくり変革」が大きなテーマとなる
１．脱炭素社会・SDGsに対応したグリーン投資と活動
・2025年CO2半減、2050年カーボンニュートラル実現
納入先へのCO2削減コミットメント/調達先CO2排出状況の確認

２．DX IoTなどのデジタル投資
・CO2排出量管理や人材不足、熟練工不足の側面からもDX投資は必須と
なってくる：デジタル化、AI化
・DXを活用した工場間接業務の正確かつ迅速な対応
工場進捗の見える化/正確・迅速な見積もり/正確な原価

３．少子高齢化に対応した労働力不足への対応
・人材の育成と確保：従業員のスキルアップ、多能工化、DX人材
・多様な人材の活用：女性・シニア層・障害者・外国人

４．従業員エンゲージメントの向上
・熱意と情熱をもって自分の仕事に主体的に取り組む従業員を育てる
・従業員個々の強みを生かした組織づくり



2022年の世界経済の動向

世界経済はコロナ禍による落込みから回復を続けている



アンケート調査結果・・・国内景気動向

2022年の国内景気の見通し 国際機関による世界経済の見通し



アンケート調査結果・・・産業事例

新規参入/注目している産業



アンケート調査結果・・・グリーン調達、DX

DX化の目的



企業が環境活動で今後注視すべき点



脱炭素活動で大手企業の動向



世界の中の日本の立ち位置



GDPと賃金の伸び



時間当たりの労働生産性



生産年齢人口の減少

2050年までに日本の総人口は1億人を下回る見込み
今後生産年齢人口比率が減少する



従業員エンゲージメントで日本は世界の最下位グ
ループ



従業員エンゲージメント向上に努める



日本の従業員意識考査（まとめ）


